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１．目的 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号）第 6 条第 1 項の規定に基

づき、釜石大槌地区行政事務組合における一般廃棄物（生活排水）処理に関する実施計画を

定め、し尿及び浄化槽汚泥を効率的かつ適切に収集、中間処理、再生利用する。 

 

 

２．計画期間 

 令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日までとする。 

 

 

３．計画区域 

 計画区域は、釜石市及び大槌町とする。 

 

区  分 面  積 人  口 備  考 

釜石市 440.35㎢ 31,820人 岩手県毎月人口推計（3.3.1） 

大槌町 200.42㎢ 10,946人 同上 

計 640.77㎢ 42,776 人  

 

 

４．し尿及び浄化槽汚泥の排出量の見込み 

 計画区域におけるし尿及び浄化槽汚泥の排出量の見込みは、次のとおりである。 

 

区  分 釜石市 大槌町 計 

し尿 
2年度実績 9,462.31㎘ 4.556.06㎘ 14,018.37㎘ 

3年度見込み 7,957.00㎘ 3,686.50㎘ 11,643.50㎘ 

浄化槽汚泥 
2年度実績 4,998.51㎘ 4,602.96㎘ 9,601.47㎘ 

3年度見込み 4,015.00㎘ 8,066.50㎘ 12,081.50㎘ 

計 
2年度実績 14,460.82㎘ 9,159.02㎘ 23,619.84㎘ 

3年度見込み 11,972.00㎘ 11,753.00㎘ 23,725.00㎘ 

 

 

５．収集運搬計画 

 計画区域におけるし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬は、次のとおりとする。 

 

区  分 処理主体 収集方法 頻 度 搬入先 

し尿 許可業者 バキューム式戸別収集 定期・随時 釜石・大槌汚泥再生処

理センター 浄化槽汚泥 許可業者 バキューム式戸別収集 定期・随時 

 

 



 

６．中間処理計画 

 中間処理は、以下の釜石・大槌汚泥再生処理センターにおいて行うものとする。 

 

区 分 摘    要 

施設名称 釜石・大槌汚泥再生処理センター 

所在地 岩手県釜石市甲子町第 10 地割 498 番地 

延床面積 2,558.15 ㎡ 

構造 鉄筋コンクリート造 地上 2 階、地下 1 階 

処理能力 85 ㎘/日（生し尿 67 ㎘、浄化槽汚泥 17 ㎘、農・漁業集落排水汚泥※１㎘） 

処理方式 水処理：膜分離高負荷脱窒素処理方式＋高度処理 

汚泥処理：汚泥熱分解方式 

稼働年月 平成 19 年 4 月 

※釜石市栗林町の農業集落排水処理施設は令和 3 年 3 月をもって廃止となり、4 月から下水

道に接続して排水処理を行うこととなった。令和 3 年度からは、漁業集落排水汚泥のみの

処理となる。 

 

７．再生利用等の計画 

 脱水汚泥は、釜石・大槌汚泥再生処理センターにおいて加熱処理のうえ有機肥料「咲土（さ

と）がえり」として再生利用するとともに、し渣・沈砂については、岩手沿岸南部クリーン

センターにおいてスラグとしてリサイクルする。 

 

区 分 発生量 再生利用量 施設名 

脱水汚泥 336.1ｔ 90,000 ㎏ 釜石・大槌汚泥再生処理センター 

し渣・沈砂 32.2ｔ 32,200 ㎏ 岩手沿岸南部クリーンセンター 

 

 なお、岩手沿岸南部クリーンセンターの概要は、以下のとおりである。 

 

区 分 摘    要 

施設名称 岩手沿岸南部クリーンセンター 

所在地 岩手県釜石市大字平田第 3 地割 81 番地 3 

設置者 岩手沿岸南部広域環境組合 

炉形式 シャフト炉式ガス化溶融炉 

処理能力 147ｔ／24ｈ（73.5ｔ／24ｈ×2 炉） 

稼働年月 平成 23 年４月 

 

８．その他生活排水処理に関し必要な事項 

 生活排水処理の高度化に関して、これまでも釜石市及び大槌町では、公共下水道や農業、

漁業集落排水事業の拡大等とともに合併浄化槽に対するかさ上げ補助金によって合併浄化槽

の導入促進に取り組んできた。当組合では、下水道担当部局と相互に調整し、小型合併浄化

槽の設置推進に協力していく。 

 同時に、収集・運搬業者、市町の下水道担当等の関係者との間で定期的な協議の場を設定

し、し尿等の収集運搬の適正管理、下水道の普及や浄化槽に関する啓発活動等を推進する。 


